認知言語学に基づく構文選択の考察--いわゆる壁塗り交替を事例に by 永田, 由香
Title認知言語学に基づく構文選択の考察--いわゆる壁塗り交替を事例に
Author(s)永田, 由香




























































































(i ?ナイフで旦ム三 を刺 した｡























































































































































































































作者 遠藤 三浦 阿川 曾野 椎名 塩野 合 計
年代 1960 1960 1970 1970 1980 1980
性別 男 女 男 女 男 女
(2a)タイプ 215 99 271 137 155 70 947





















































着点に移動 した時点｣ で区切って見るのが妥当だと判断 した場合であり､その種の事態の
末尾に更に状態変化を付け加えることは困難であることを指摘 した｡
注




2 本稿で掲載する事例は､特に断 りがない限 りは 『CD-ROM版 新潮の100冊』から取
った事例に対 して､表記の関係上見やすくしたりテス トを掛けたりしたものである｡
3 岸本(2001)では､壁塗 り交替可能とされる動詞のリス トを以下のように挙げている｡
｢取りつけを表す動詞 :【塗 り込み]塗る,張る,葺く,からめる/からむ/からまる,
和える,染める/染まる,飾る ;[積み上げ〕盛 りつける,山積みにする,山盛 りに
する ;【放散]ちりばめる,散らかす/散 らかる､にじむ,まぶす,敷き詰める ;【詰
め込み】詰める/詰まる,満ちる,満杯になる/満杯にする,溢れる,埋める/埋まる,
混む,立て込む,充満する,つかえる,いっぱいになる,満たす ;【光の放出]輝
く,光 り輝 く ;【振動】響く,鳴り響く ;反響する ;[開花]満開になる ;【その他]刺
す,巻く｣岸本(2001:105-106)



















































阿川弘之 『山本五十六』′遠藤周作 『沈黙』′椎名誠 『新橋烏森口青春篇』′塩野七生 『コ
ンスタンティノープルの陥落』′曾野綾子 『太郎物語』′三浦綾子 『塩狩峠』′いずれも
『CD-ROM版 新潮の100冊』.
